
メリハリのある生活を送ろう…君の人生を作るのは君自身だが 

校門の並びの道路に沿って植わっているキンモクセイが香っていた 10月半ばは、まだ半袖が必要だった

けれど、さすがに上着が必要な毎日だ。ようやく季節が変わったことを実感できるこの頃になった。自販機

そばのガラス窓から見えるエンゼルトランペット（6月16日校長通信で紹介）は、今年2回目の花が満開

だ。6 月よりも木そのものが大きく茂って成長し、花も大きくなったように見える。さて、君はその頃より

成長しているだろうか。今年度はあと残り5か月、進級や卒業を視野に、自分を振り返ってほしい。 

 

 

 

 

 

 

11月 1日（水）＜校長から、生徒の皆さんや本校に関心のある方に、折々に伝えたいことを発信します＞ 

敬愛 誠実 努力……都立大森高等学校 令和５年度校長通信 

3年生へ：後輩のよき手本として卒業を目指せ！ 

 2 学期中間考査前後から授業観察をしているが、教室に生徒が少ないように感じられる。言っておくが、 

進路活動の結果、進学や就職が決まったつもりになっているのかも知れないが、君たちはまだ「卒業見込」で

あって「卒業」が決定したのではない。高校生活は二度と戻ってこない。最後まで「敬愛 誠実 努力」を忘

れずに、一日一日を大切に過ごして欲しい。また、18歳は、いよいよ成人として様々な責任が生じる。これ

までのように手取り足取り世話を焼いてもらえなくなる、と思おう。今よりさらに成長して3月を迎えよう。 

２年生へ：修学旅行、そして2年生3学期イコール3年生0学期 

 まず、来週は修学旅行だ。普段の学校生活とは異なる環境で、様々な学びを得るために行くのであって、個

人の観光旅行ではない。もちろん、楽しい思い出をたくさん作ってきてほしいと願っているが、一緒に行動

する約150人の生徒が、勝手に楽しむのではなく共に楽しむには、一人一人がどのように行動したらいいか

常に意識してほしい。「礼儀正しい人でいなさい」と今年度の始めに生徒諸君に伝えたが、まさにそのことを

発揮する行事だ。帰京後、森高を支える学年として、さらに成長した姿を見せてほしい。成功を祈っている。 

 また、ちょうど今、進路選択を見据えて、次年度の選択科目登録が行われている。高校での学習は、単に目

指す進路の試験に合格するためや、高校卒業の単位を満たすため、というだけでなく、卒業後の進路先にお

いて必要になる知識の土台を作る大切な時間だ。今より少しでも実力をつけるためには何をしたらよいか、 

何ができるか、よく考えておきたい。先延ばしにしていると、取り戻すのは容易ではない。 

1年生へ：共に学ぶ仲間がいることを大事にしよう 

 今年の 1 年生は、残念だが入学段階から人数が少なかった。にも

関わらず、2学期に転退学が複数出た。とても残念だ。持病や転居な

ど、事情がある場合は除くが、大森高校での学校生活に耐えられなく

て、本当に他でうまくいくのだろうか。「今」自分勝手に過ごすこと

を優先するのか、「先」を見据えて努力するのか。自分の人生を作る

のは君たち自身だが、残念ながら君たちはまだ経験不足で思慮が浅

い。深く考えられないなら、とにかく粘れ、と言いたい。粘り強く努

力すれば結果が付いてくる可能性が上がる。しかし、努力を放棄した

ら可能性はそこで終わる。人生には我慢が必要な時もある。見た目を

飾るより、中身を磨こう。共に学ぶ仲間を積極的に作ろう。 


